
 

 

 

 

 

 

 

 

ここからのページでは「相模原市の取組～子どもたちにつながる支援・取組の視点から～」

と題し、大野南中学校分校、支援教育課、教育相談課、教育センターの取組について紹介し

ます。 

 

学校現場では、子どもたちの学びと成長のために、日々、様々な形で支援が行われていま

す。形式的な支援ではなく、多様な教育的ニーズに応じて、どのような支援ができるのか、

どのように寄り添えばいいのか、数多くの課題があります。そこで、大野南中学校分校、支

援教育課、教育相談課、教育センターの取組を知っていただき、子どもたちにつながる支援

について考えることで、新たな視点を得るきっかけにしていただければ幸いです。 

  
 

大野南中学校 

分校 

共に学び、共に生きる  

～夜間学級が紡ぐ「学習と支援」～ 

支援教育課 多様な教育的ニーズに応じた支援 

教育相談課 ポジティブ行動支援について 

教育センター 不登校児童生徒の学習指導・支援について 

 

編 集 の 趣 旨 
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特集２ 相模原市の取組 ～子どもたちにつながる支援・取組の視点から～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年に開校した本校は、５年目の春を

迎えようとしています。ここには、かつて不

登校を経験した方や、外国籍で義務教育の機

会を十分に得られなかった方々が、「もう一度

学びたい」という願いを胸に通っています。 

現在、教室で机を並べているのは１０代か

ら４０代までの２１名。６カ国にわたる多様

なルーツをもつ生徒たちが、互いの違いを認

め合いながら共に学んでいます。私たち教職

員の使命は、生徒が自分の役割を果たし、自

分らしい生き方を実現できるよう、その土台

となる教育活動を提供することです。多様な

教育的ニーズを包み込む「インクルーシブな

学びの場」として、「各教科等の学習」と「支

援教育」の両輪を大切にしながら、教育活動

を推進しています。  

 

 

 

 

（１）各教科等の学習  

「わかる」喜びを分かち合う学習の工夫  

本校では中学校の教育課程を約７割に凝縮し

ていますが、教育課程の基本は全日制の学校と

変わりません。資質・能力ベースの授業をめざし、

教育センターが発信している「スタートとゴールを

意識した授業づくり」を実践しています。生徒の多

様なニーズに応えるため、ティーム・ティーチング 

を主軸に、観察・実験、ロールプレイング、プレゼン

テーションといった体験的な活動を重視するととも 

に、対話的な学びを大切にしています。また、教科  

 

 

 

 

 

 

の垣根を超えて全職員で授業づくりを検討し、全

ての生徒が目標を達成できるよう工夫を凝らして

います。特に外国籍の生徒に対しては、資料への

ルビ振りや「やさしい日本語」の使用、母語による

翻訳支援、日本語学習の教室外での個別指導

など、言葉の壁を越えるための支援を行っていま

す。また、必要に応じて小学校の学習内容に立ち

返るなど、柔軟な指導を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）支援教育  

生徒を主語にした重層的な支援 

私たちのミッションは、生徒の課題に誠実に向

き合い、「できない」を「できる」へと変えていくこと

です。そのため、職員室では常に「生徒を主語」

にして、一人ひとりの微細な変化や課題を語り合

うことを大切にしています。この「誰一人取り残さ

ない」姿勢を具体的な仕組みとしたものが、夜間

学級における「多層支援モデル」の実践です。 

【１次支援：集団全体への支援】  

全ての生徒が安心できる居場所をつくるため

の、集団全体への働きかけです。学びのユニバー

サルデザインの視点を取り入れ、視覚的な情報の

整理や多様な提示方法など、「学びの障壁」を取

り除く環境を整えることで、クラス全体の「わかる・

できる」を底上げしています。 

 

１ はじめに 

もう一度、学びの門を叩いた生徒と共に 

2 教育活動の柱 

夢と目標を全力で応援するために 

大野南中学校分校の取組  

共に学び、共に生きる ～夜間学級が紡ぐ「学習と支援」～ 
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【２次支援：個に応じた支援】  

１次支援では届きにくい特定の課題に対し、始

業前の時間や「ゆとりの時間（個人の課題に取り

組む時間）」を活用して、日本語学習や学び直し

などの個別学習を行っています。病状の悪化など

で欠席が多くなった生徒に対しても、「出席してい

ないから評価できない」で終わらせず、指導の機

会を設けて学習支援をします。 

【３次支援：関係機関とのチーム支援】 

貧困、DV、在留資格、精神障害など、学校だけ

では解決が困難な背景をもつ生徒に対しては、

専門機関と密に連携しています。毎週、SC や

SSW を交えた支援検討会議を実施し、多角的な

視点から指導方針を決定しています。また、貧困

の課題に対しては、NPO（ME-net）と連携した

食料支援を行うなど、生活基盤から支える体制を

整えています。 

こうした多層的な支援の土台となるのが、学年

の枠を超えた支援チームの取組や、心の隙間に

寄り添う随時の「チャンス相談」です。全教職員

で全生徒を見守り、誰一人取り残さない支援の

輪を広げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開校からの４年間、私たちは生徒の多様なニ

ーズに対し、何が最適解なのかを模索し続けてき

ました。また、学習と支援の両輪を回すために、授

業研究や、在留資格、ICT の利活用、日本語指

導など多岐にわたる研修を重ねてきました。特に

Gemini をはじめとする Google Workspace の

積極的な活用は、生徒の学びを深めるだけでなく、

対面での支援に注力するための貴重な時間を創

出しています。 

こうした歩みの中で、確かな成果も見えてきまし

た。かつて不登校を経験した生徒が、今では毎日

休まず登校できるようになっています。また、生徒

一人ひとりが自らの成長を実感しながら自分らし

い生き方を模索し、笑顔で卒業しています。そして

大きな変化は、私たち教師自身の中にもありまし

た。多様な特性や困難を抱える生徒たちと向き合

う中で、教育に対する見方・考え方が大きく変わ

り、「生徒を主語にして取り組む」という教育活動

の原点に改めて気付かされたのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外国にルーツをもつ生徒や、不登校を経験して

中学校を卒業した生徒の増加が予測される中、

夜間学級が果たすべき役割は、これまで以上に

重みを増しています。私たちは、「誰一人取り残さ

ない」という信念のもと、「もう一度学びたい」と一

歩を踏み出した方々の夢や目標を、全力で応援

したいと考えています。そのためには、一人ひとり

の教育的ニーズに応じた柔軟な指導・支援と、仲

間と高め合う協働的な学びをさらに深化させてい

く必要があります。 

夜間学級での日々の関わりは、その全てが生

徒の自立につながる「キャリア教育」そのものです。

これからも、めざす生徒像を胸に、生徒が自らの

役割を果たし、自分らしさを大切にしながら生きて

いけるよう、全教職員で伴走していきます。 

４ 今後の展望  
学習と支援の両輪が、自立の礎に 

全ての活動を「キャリア教育」として 

３ これまでの歩みを振り返って 

教師もまた、生徒に生かされて 
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１ 支援教育課新設の目的  

 昨今、支援を必要とする児童生徒数は、全

国的に増加しています。相模原市においても、

下記の［グラフ１］に示したとおり、市内の

児童生徒数（――）は、減少しているものの、

特別支援学級に在籍している児童生徒数   

（――）は、平成 27 年度 991 人から令和 7

年度 2,346 人と約 2.4 倍へと急増していま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［グラフ１］相模原市における児童生徒数の推移 

 

また、文部科学省の「通常の学級に在籍す

る特別な教育的支援を必要とする児童生徒に

関する調査結果について」（令和４年 12 月）

では、学習面又は行動面で著しい困難を示す

とされた児童生徒数の割合は 8.8％とされて

います。  

さらに、相模原市では通級指導教室（サポ

ートルーム、きこえとことばの教室）で指導

を受けている児童生徒数は、令和 2 年度の

456 人から令和 7 年度には 583 人となり、 

 

 

 

 

こちらも増加を続けています。こうした状況

に、学校において、より適切な支援が行われ

るよう、令和 7 年 4 月に支援教育課が新設さ

れました。  

支援教育課は、令和 6 年度まで、青少年相

談センター・学校教育課・教育センターが、

それぞれ所管していた支援教育に関する業務

を総括する機関として新たに位置付けられま

した。窓口を一元化することにより、学校や

保護者の分かりやすさや相談のしやすさが増

すとともに、より迅速な判断や対応ができる

ことをめざしています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 支援教育課の業務について  

「相模原市第 2次教育振興計画」に基づき、

多様性の理解や人権意識の向上、特別支援教

育の推進、特別支援教育の体制の充実を進め

ています。ここでは、支援教育課の主な業務

について、6 つ紹介いたします。  

 

（１）支援方法等の指導助言  

 特別支援学級における特別な教育課程の編

成や自立活動の取組、通常の学級における多

様な教育的ニーズに応じた支援方法等につい

ての指導助言を行います。  

（２）人材育成  

 全ての教員を対象に、教育センターと連携

して研修を行い、支援教育に関する知識や理

支援教育課の新設 

支援教育課の取組  

多様な教育的ニーズに応じた支援 

相
模
原
市
の
児
童
生
徒
数 

支
援
級
在
籍
の
児
童
生
徒
数 

10 



解の充実を進めています。また、相模原市 

特別支援教育研究会と連携し、「特別支援学

級・通級指導教室経営ガイドブック   すまい

る３６５」を作成し、教員が広く活用できる

ように周知や研修を行っています。  

（３）人的支援と巡回相談  

 非常勤介助員や支援教育支援員、学校看護

師、学校生活支援員（学校サポーター）を、

児童生徒の教育的ニーズに応じて配置してい

ます。  

また、支援教育指導員による巡回相談を実

施し、児童生徒に対する具体的な支援方法や

校内支援体制の充実についてのコンサルテー

ションを行っています。  

（４）学びの場の整備  

教室の基礎的環境整備の在り方について、

助言を行い、階段昇降車やワイヤレス補聴援

助システムの貸し出し、音声教材や拡大教科

書の紹介等を行っています。  

（５）就学相談  

 新就学児や既就学児の就学相談を行い、特

別支援学級や通級指導教室等の適切な学びの

場の検討・判断を関係機関と連携しながら進

めています。  

（６）関係機関との連携  

 特別支援学校のセンター的機能を活用した

巡回相談や就学相談では、県立特別支援学校

の地域支援の先生方と連携しています。さら

に、関係機関相互の連携強化を協議する支援

教育ネットワーク協議会や、学校や医師、関

係機関の連携を図る医療的ケア運営委員会を

開催しています。  

 

 

 

 

 前述したとおり、国の調査によると、通常

の学級に在籍する特別な教育的支援を必要と

する児童生徒の割合は、8.8％とされており、

本市においても、通級指導教室に通う児童生 

 

徒数が増加しています。現在、通級による指

導は、児童生徒が設置校に通う方法で運営さ

れていますが、保護者の送迎が必要なことや、

往復の移動時間がかかる等の課題があります。

そうした理由により、通級による指導が見送

られるケースもあることから、令和 8 年度よ

り通級指導教室を増設し、近隣の学校で指導

が受けられるよう環境を整えています。 

 また、通級指導教室の担当教員が児童の在

籍校へ出向いて指導を行う「拠点巡回方式」

を、小学校２校で試行することとしました。

児童は在籍校にいながら、通級担当教員の巡

回により指導が受けられるようになります。 

 

通級拠点巡回方式のイメージ図  

 

 

 

 

 

 

加えて、通級指導教室の一年間の流れや具

体的な指導例などを「すまいる３６５」に増

補することで、指導の充実をめざしています。 

 

 

 

 

特別支援学級や通級指導教室に加え、通常

の学級においても、支援が必要な児童生徒数

が増加しています。  

そうした子どもたちの多様性を包摂し、多

面的で多角的なアプローチを進めることが、

子どもたちの可能性を最大限に伸長すること

につながります。  

支援教育課では、引き続き、誰一人取り残

さない温かさのある教育の実現をめざし、学

校・先生方とともに、より良い支援に取り組

んでまいります。  

通級指導教室における支援 

拠点校 巡回校 

支援教育のこれから 
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教育相談課は令和７年度より、これまでの青少年相談センターを再編し、主に「青少年相

談に関すること」「教育相談に関すること」「長期欠席児童生徒に関すること」といった支援

事業を行っています。そして、これまでの相談班に加え、新たに、不登校支援企画班をつくり、

「さがそうみらい みんなでつながる アクションプラン」の作成など、不登校に特化した施策

立案も行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

アクションプランにもあるように、教育相談課では、児童生徒がよりよい生き方を見つけな

がら社会的自立へと進めるよう、「ポジティブ行動支援」の考え方による支援を推進していま

す。 

 

 
 
ポジティブ行動支援（Positive Behavior Support：PBS）は、罰的ではない肯定的、教

育的、予防的な方法で支援するための枠組です。多層支援モデルでもあり、学級・学校規模

など全員を対象とした支援から個別の支援まで、ニーズや状況に応じた幅広い支援が行わ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 
 

その始まりは、１９９０年代の米国からで、すでに２万７０００校以上で取り上げられています。

実践している学校とそうでない学校とで、いじめの発生率や不登校数も違うというデータが

出ており、科学的に効果が検証されているものと言われています。日本においても徳島県で

は、全県で取り組んでいます。     （参考：教育新聞、日本ポジティブ行動支援ネットワーク） 

教育相談課の取組 

ポジティブ行動支援について 

１ 教育相談課の紹介 

2 ポジティブ行動支援について 
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現在、相模原市においてもポジティブ行動支援が広がってきています。日本ポジティブ行

動支援ネットワーク運営委員で、本市不登校対策検討委員会の副会長でもある東京学芸大

学の松山康成先生に、令和６年度から研修で講師を務めていただいております。今年度は、

市内小中学校等の全管理職、全支援の担当の教員に対して研修を行っていただきました。

そのことにより、ポジティブ行動支援の概念は全市的に広がり、支援の具体的な実践も見ら

れるようになってきています。 
 

【第 1層支援（集団を対象としたユニバーサルな支援）】の実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（行動を引き出す工夫等）             （行動）           （繰り返しやすくなる工夫等） 

 

 

 

 

                   

 

 

今後も先生方や子どもたちの「こうしたい」「こうなりたい」ということの実現に向けて、肯

定的、教育的、予防的なポジティブ行動支援の実践が充実していくことを願っています。研修

やコンサルテーション等、学校と教育委員会が連携しながら取り組んでいきたいと思います。 

３ 相模原市の先生方へ 

・あいさつ月間の計画 
・賞状など賞賛の工夫の検討 
・視覚的フィードバックについて 
グラフ化などの検討 

・あいさつがかえってくる 
・学校にあいさつが 
あふれる 

・賞賛される 

 

あいさつをする 

学校の生活目標を 
生かした取組 

子どもの意欲を向上 
させる視覚的支援 

データの活用 
視覚的フィードバック 

承認・賞賛により 
望ましい行動が増えます 

例 
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相模原市では、誰一人取り残さない温かさ

のある教育を基本とした不登校対策を推進し

ています。このページでは、学校における、

不登校児童生徒への温かさのある支援につな

がるよう作成した、『不登校児童生徒への支援

の手引き』（令和 7 年 3 月相模原市教育委員

会）について紹介します。  

 

１  相模原市の現状とこれまでの取組  

 近年、不登校児童生徒数は年々増え続けて

おり、令和６年度「児童生徒の問題行動・不

登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」に

おいて、全国で 353,970人（小学校 137,704

人、中学校 216,266 人）、相模原市において

は、2,084 人（小学校で 799 人、中学校で

1,285 人）となっています。  

本市では、不登校対策として、令和８年１

月に『さがそうみらい  みんなでつながるア

クションプラン～相模原市不登校総合対策実

行計画～』［図１］を発表しました。  

令和元年度から「不登

校対策検討委員会」や

「不登校対策プロジェ

クト会議」などを立ち上

げ、学識経験者や地域団

体の代表者等を交えな

がら、本市の不登校の現

状分析や支援策の検討

などを行ってきました。  

その取組の一つとして、それまで学校を支援

するために作成していた様々なガイドライン

を一元化し、『不登校児童生徒への支援の手引

き」として取りまとめました。（『さがそうみ

らい  みんなでつながるアクションプラン～

相模原市不登校総合対策実行計画～』より抜

粋）  

この『不登校児童生徒への支援の手引き』 

 

 

 

は、第１分冊と第２分冊に分かれており、 

・相模原市の不登校対策の方針  

・学習指導・支援について  

・不登校対策・対応のポイント  

などについてまとめています。  

 

２  不登校児童生徒の学習指導・支援  

 『さがそうみらい  みんなでつながるアク

ションプラン～相模原市不登校総合対策実行

計画～』内附属資料に示されている意見聴取

（不登校状態となっている児童生徒や「学校

に行きたくない」と思ったことがある子ども、

校内・校外教育支援センターに通っている児

童生徒７８人を対象）には、「学校や教室に通

えずに悩んでいる時に、周りにどのようなサ

ポートがあると良いか。（複数回答可）」とい

う質問に対し、  

学校以外で学習したり  

過ごしたりできる場所  
45 人  

学習がわかりづらいときの  

サポート  
32 人  

自分一人でも学習に取り組め

るようなドリルやアプリ  
31 人  

という回答が示されています。これは複数あ

る選択肢の中でも高い反応を示したものであ

り、学習指導・支援についてのニーズが大き

いことが分かります。  

『不登校児童生徒への支援の手引き』【第 1

分冊】［図２］では、学習指導・支援について、

先生方が具体的な支援

につなげることができ

るよう不登校児童生徒

への学習指導・支援の

イメージなどについ

て、教科や、さまざまな

場面を想定してまとめ

ています。  

教育センターの取組  

不登校児童生徒の学習指導・支援について  
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［図１］  

［図２］  



３  チームで取り組む  

 不登校児童生徒の状況は

様々であり、1 人 1 台端末に

よる ICT 活用や教室や学校

外での支援など、多様な学び

の場を整備、充実させること

は、学習について不安を感じ

ている児童生徒にとって大き

な支援となります。そのため、校内において

は養護教諭、スクールカウンセラーなど児童

生徒にかかわる教職員と協力し、「チーム学校」

として取り組むことが大切です。また、保護

者、教育支援センター等の公的機関や民間団

体等の職員と連携を図ることも大切です。 

さらに、教職員が同じ方向で児童生徒の支

援について考える際の資料として『不登校児

童生徒への支援の手引き』をご活用いただき

たいと考えています。具体的には、  

・不登校対策における基本理念の共通認識を

図るための資料として活用する。  

・学習指導・支援と評価を行う際の支援の手

立てを具体的に考えていくための資料とし

て活用する。  

というようにして、先生方の児童生徒への温

かな支援の一助となれば幸いです。  
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